
 

 

第３９回経営協議会議事概要 

 

日 時  平成２３年１月２０日（木）１５時３０分～１７時１５分 

 場 所  事務局特別会議室 

出席者  中村（議長），脇坂，古川，田中，生田，山本，笠井，石田，國澤，新木，森，

山岸 

陪席者  樫見，櫻井，濱田，小笠原 

 欠席者  山崎，川本，坂根，中川 

 

１ 前回議事確認 

第３８回経営協議会（１２月１６日開催） 

 

２ 協 議 

(１) 中期目標・中期計画の変更について 

議長から，〔資料１〕に基づき，昨年７月にがん研究所が文部科学省から共同利

用・共同研究拠点に認定されたこと，医薬保健学域医学類の編入学年次の変更等に

伴い，中期計画・中期目標の変更の必要があるとの説明があった後，企画評価会議

議長から詳細説明があった。 

その後，がんの進展制御に関する名称等について意見交換を行い，審議の結果，

原案のとおり承認された。 

(２) 金沢大学における臨床研究の審査体制の強化について 

議長から，〔資料２〕に基づき，新しい治療法，医薬品の開発及び先進的な医

療施行のための臨床研究の審査体制の整備・強化が必要であるとの説明があった

後，医薬保健研究域長から詳細説明があった。 

その後，意見交換が行われた結果，原案のとおり承認された。 

 (３) 金沢大学学生・留学生宿舎整備事業における優先交渉権者について 

  議長から，〔資料３〕に基づき，本年1月7日に審査委員会が開催され，優先交

渉権者の決定に関し審査が行われたことについて説明があった後，財務・附属病

院担当理事から当該審査結果について詳細説明があった。 

その後，質疑応答が行われ，その際の主たる意見は以下のとおり。 

・ 敷金をとらないグループがあるが，この場合の原状復帰はどうするのか 

   → その都度，精算することを考えている。今後，預かり金制度も検討し 

たい。 

・ 建物構造の違いにより騒音の大きさ，耐用年数が異なるが，入居者の経済的 

負担を最優先に考え，この結果となったのか。また，償還期間中の補修は誰が 

行うのか 

         → 入居者の経済的負担の軽減を最優先としたが，建物については構造だ 

けでなく平面プランもそれぞれ異なっている。補修については大学が負 

担することとしている。 

 



 

      これらの意見交換を受け，騒音対策については十分な検討を行うことを前提とし 

     て，原案のとおり承認された。 

 

３ 報 告 

(１) 平成２３年度政府予算案について 

議長から，〔資料４〕に基づき，平成２３年度政府予算案の概要，関連する本学 

の状況等について報告があった。説明後に科学研究費補助金の増加率以上の本学 

の採択率の向上に期待するとの発言があった。 

 

３ 意見交換 

(１) 平成２３年度 本給等改定に伴う人件費の活用について 

議長から，昨年１１月１５日付けの書面附議で承認された「平成２２年度 本給

等改定に伴う人件費の活用について（基本方針）」に基づき，本給等改定に伴う

人件費の活用方策に係る意見をいただき，今後の施策に反映させたいとの発言が

あった。 

その後，総務・人事担当理事から，〔資料５〕に基づき，基盤的運営費交付金の 

状況，人事院勧告が増額改定であった場合の試算，バリアフリー対策を中心とし 

た施設再生プロジェクト，特に人間社会5号館と総合教育２号館を結ぶ連絡通路

の必要性について，説明があった。 

その後の意見交換は以下のとおり 

 ・ 今までも要望してきたが，来年度には車いすを利用する学生が入学する 

ので，連絡通路についてはぜひともお願いしたい。 

        ・ この連絡通路を設置するには，消防署との十分な協議を行う必要がある。 

・ 学生・留学生宿舎整備事業における入居者の経済的負担を低減させるた 

め，同事業に先行投資することも検討してはどうか 

       最後に議長から，今回の意見を受け，本給等改定に伴う人件費の活用方策につ 

いて参考にしたいとの発言があった。 

（２）創基１５０年記念事業 について 

議長から，平成２４年（２０１２年）に創基１５０年を迎えるに当たり，今後

の記念事業の在り方，広報活動，実施すべき事業等についてご意見をいただき，

今後の施策に反映させたいとの発言があった。 

その後，総務部総務課長から，〔資料６〕に基づき，創基１５０年の基本コン

セプト，活動状況，今後の予定等について詳細説明があった。 

その後の意見交換は以下のとおり 

・ 兼六園にある金沢医学館ゆかりの旧津田玄蕃邸を何らかのかたちで活用 

できないか 

   → 以前，移転について申し入れたことがあるが，代替建物が必要と 

なるとの回答があった。 

邸内には講義室があるので，学生を訪問させたい。学生の回遊に

よる市内の活性化の一環として，関係各所のご協力をお願いしたい。 

 



 

        ・ オリジナルグッズに関していえば，キーホルダーなどを販売している大

学もあり，人の集まるところに置いておくと結構売れると聞いている。 

・ 襟章は販売しているのか 

           → 昨年４月に同窓生からの要望を受け，４５年ぶりに復活した。な

お，販売は生協で行っている。 

       最後に議長から，今回の意見を受け，今後の創基１５０年記念事業の参考にし

たいとの発言があった。 

 

５ その他 

(１) 来年度の開催日程（案）について 

    議長から，〔資料７〕に基づき，来年度における本会議の開催日程について説明

があった。また，正式な日程については，追って事務局から照会する旨の発言が

あった。 

(２) 新聞報道等について 

    議長から，本学に係る新聞報道を準備したこと，加えて，昨今の状況について

説明があった。 

 

 

 

次回開催予定 

    第４０回経営協議会  ３月１７日（木） １５時３０分から 

 


